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編集・発行

　少子高齢化が加速する今日、私達一関二区でも住民同志
による声かけ、支え合い、助け合いを目的とした「やまびこネ
ットワーク活動」に取り組んでいます。
　区の委員、民生委員、老人会役員などの協力を得ながら、
高齢者、障害者等子どもから大人まで誰でも参加出来る軽ス
ポーツ（ペタンク・輪投げ）等を行っています。
　やまびこネットワーク活動に参加することの喜びや終わっ
た後のお茶飲み会も皆さんの楽しみの一つでもあります。又、サロンに参加する

ことで、お互いの元気や健康状態を確認し合い、住民同士の親睦も深めることが出来ています。
　今後も、益々高齢化が進む中、各役員はもとより住民の皆さんのご協力を得ながら、いつまでも一関二
区で安心して暮らしていける明るい地域作りに取り組んでいきたいと思います。

一関二区
田上　健祐　区長

一関二区の活動状況
サロンで住民同志の親睦を深める

“やまびこネットワーク”“やまびこネットワーク”“やまびこネットワーク”“やまびこネットワーク”“やまびこネットワーク”

　南阿蘇村の雄大な景色に桜が色を添える季節となりました。
「一心行の大桜」や牧野の中に存在感を放つ「観音桜」、河津桜・ソメイヨシノ等が咲く「ア
スペクタ」と人気スポットがたくさんありますね。期間中は、村内外からたくさんの方々が

「桜まつり」を楽しみに南阿蘇に足を運ばれ賑やかになる事でしょう。
　さて、いよいよ新年度のスタートです！この４月から介護保険制度も大きく変わります。
援護が必要な人を家族で支える力が弱まっている中、いつまでも住み慣れた南阿蘇で安
心して暮らし続ける為に、地域における見守りの体制づくりが益々重要となっ
てきました。今後も社協が取り組む「福祉サービス」や「やまびこネットワーク
事業」を更に充実させ、地域の皆さんと共に推進して参りたいと思います。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みんなみんなの みなみちゃん

あとがきあとがき

シリーズ

住民同士の
　親睦を深める
　　地域作りを。
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南阿蘇西小学校から
お花をいただきました。

ふれあい
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様子
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様子
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立ちあげや連絡会など
お気軽にご相談ください。

色あざやかな折紙を重ねて折り、 
屏風に飾ったかわいい「男びな」と「女びな」を
作りました。

びょうぶ

「とまりがけサービス事業」
屏風飾りのおひなさま



　
去
る
、２
月
23
日（
月
）久
木
野
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
第
９
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」が
開
催
さ
れ
35
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。午
前
の
部
は
、元
熊
本
大
学
大
学
院
教
授
の
硯
川

眞
旬
先
生
よ
り「
安
心
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
福
祉
の
心
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ッ
プ
」と
題
し
て
講
話
。「
安
心
」

と
は「
福
祉
」の
こ
と
を
意
味
し
、家
庭
や
職
場
、地
域
の
中
で
も
相
手
の
い
い
所
を
見
つ
け
る
事
が
大

切
で
あ
る
。ま
た
、身
体
の
健
康
づ
く
り
は「
笑
い
」が
原
動
力
と
な
り
笑
う
こ
と
で「
生
き
が
い
」を

生
み
出
し
、住
民
主
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
へ
と
繋
が
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、「
く
ぎ
の
Ｔ
Ｒ
Ｙ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」の
島
田
正
博
先
生
よ
り
、ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

で
も
活
用
で
き
る
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
技
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。レ
ク
活
動
を
す
る
前
の

身
体
の
ほ
ぐ
し
方
や
相
手
と
う
ま
く
コ
ミ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
実
技
が
あ
り
、今
後
は
、各
地
域
で

取
り
組
ん
で
い
る「
や
ま
び
こ
サ
ロ
ン
事
業
」の
活
動
へ
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

元熊本大学大学院教授

硯川 眞旬　先生

午前中は、硯川先生の自身の日々の
生活の中を通しての話で勉強になり
ました。
当たり前の事がなかなかできなく勉
強することばかりです。福祉とは、「安
心、安全」を忘れないようにしてボラ
ンティアの輪を広げていきたいと思
います。午後からは色々な体を使って
のレクリエーションで今後は、地域で
も活かしていきたいと思います。

初めての参加で最初は色々と戸惑い
ましたが講義を受け心が初心に戻る
ようでした。レクリエーションも大変
楽しく出来、地域で習ったことを実践
していきたいと思います。

皆さんと知り会え、又、楽しく講座を
うけさせていただいて良かったです。
日頃身体を動かすことが少なく身体
が軽くなりました。知らない方々と接
する事ができて南阿蘇のすばらしさ
を体感できました。社協の仕事など
知らなかったので少しでも理解する
ことができました。

ボランティア活動の本質というかあ
るべき姿を良く理解できた。今後の
地域の活動の中で生かしていきたい
と思います。午後からのレクリエー
ション講座は皆さんと楽しく体を動か
すことが出来たので良かったです。
今後は、介護予防、認知症予防などに
役立てていきたいと思います。

参 加 者 の 声

第9回 南阿蘇村ボランティア養成講座 開催

ＡＥＤの使用方法など見たのは初めてでしたのでとても役に立ちま
した。街の中で見かけても正しい使用方法が分からないのではどう
する事も出来ません。
いつ起こるか分からない子ども達を取巻く危険から守る周囲の配
慮が必要だと思いました。

実技がとてもためになりました。胸骨圧迫の方法も聞いてみるだけ
と実際やってみるのとでは全然違い、力の入れ具合とかも分かって
本当に良かったです。

安全の為の大人の環境整備や見守りなど協力すれば出来ることが
沢山あると思います。今日研修出来て本当に良かったです。

★発熱のときのポイント

★熱があるときの食事

★冷やすとき

• わきの下の汗を拭き、わきの
　くぼみの中央に、先端の部分
　が納まるように入れます。
• 体温計の種類によって、測定
　時間・場所が異なるので、確認します。

★発熱のときのポイント

　
去
る
、２
月
５
日（
木
）、長
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

（
わ
く
わ
く
広
場
）に
お
い
て
、幼
児
安
全
法
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。日
赤
熊
本
県
支
部
の
村

田
裕
子
先
生
よ
り
講
義
と
実
技
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。気
道
異
物
の
除
去
の
仕
方
、心

肺
蘇
生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
等
の
緊
急
処
置

を
学
び
ま
し
た
。い
ざ
と
い
う
時
に
対
応
で
き
る

よ
う
皆
さ
ん
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日赤 幼児安全法講習会 開催

日赤熊本県支部
　村田裕子 先生

心肺蘇生法、AEDの使用方法気道異物の除去

知っておきたい
子どもの看病のしかた！

冷静に、よく観察を！

大切な子どもの命を守るために

参加された皆さん

正しい体温の計り方

• 熱が出ると水分が奪われやすくなり、こどもの
場合は特にからだの水分が不足しやすくなり
ます。湯ざまし、麦茶、果汁、こども用のイオン
飲料などを頻繁に与えましょう。
また、食欲がなくなるので、ヨー
グルト、アイスクリームなどさっ
ぱりした食べやすい食事を与え
ましょう。

氷枕などを使ったからといって、急に熱は下がりま
せんが･･･
• 気持ちがよさそうであれば、氷枕など使ってよ
いが、いやがったら使用を止めます。

• 肩を冷やさないようにします。
• 39℃以上の高熱があり、熱を下げることを目的
とする場合は、首のつけ根、わきの下、足のつけ
根を冷やします。

• ぬるま湯でしぼったタオルで、からだを拭きます。
• 急に熱が下がることがあるので、冷やしすぎな
いよう注意しましょう。

参加された方の感想です。

実技指導の様子

硯川先生の講話の様子

心
の
健
康
は「
笑
顔
」か
ら
は
じ
ま
る

くぎのＴＲＹマネージャー

島田 正博  先生
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日常生活上の法律問題でお困りの方は、
ご相談ください。

（車のない方については送迎致します。）

27年度も弁護士による無料法律相談を10回計画して
おりますので、お気軽にご相談ください。
27年度の法律相談日程は下記のとおりです。

村民の方を対象に
弁護士による
無料法律相談を
実施します。

平成27年度　法律相談日程表

平成27年度

予約が必要です。相談を希望される方は下記までご連絡ください。

お問い合わせ先　　南阿蘇村社会福祉協議会　☎６７－０２９４

法 律 相 談 の ご 案 内

日　　時 場　　所
平成２7年  4月２3日（木）　午前１０時～正午

平成２7年  5月２8日（木）　午前１０時～正午

久木野総合福祉センター

平成２7年  6月２5日（木）　午前１０時～正午

白水高齢者交流センター

平成２7年  7月２3日（木）　午前１０時～正午

長陽保健センター

平成２7年  9月２4日（木）　午前１０時～正午

久木野総合福祉センター

平成２7年１0月２2日（木）　午前１０時～正午

白水高齢者交流センター

平成２7年１1月２6日（木）　午前１０時～正午

長陽保健センター

平成２8年  １月２8日（木）　午前１０時～正午

久木野総合福祉センター

久木野総合福祉センター

平成２8年  2月２5日（木）　午前１０時～正午

白水高齢者交流センター

平成28年  3月２4日（木）　午前１０時～正午

長陽保健センター

悩まずに
相談を…

＊借金のことや
　貸したお金のこと
＊離婚や家族のこと
＊相続や遺言のこと
＊土地の境界線や売買
＊交通事故
＊刑事事件　等

あなたの豊かな知識や経験を
社会のために、活かしてみませんか？

南阿蘇村久石2705　久木野総合福祉センター内

TEL　67-0294
FAX：67-2317

会 員 募 集

シルバー人材センター　

●南阿蘇村に在住されている方
●おおむね60歳以上の健康で、働く意欲のある方
●センターの目的に賛同していただいた方

入会金・年会費　各1,000円

どんなお仕事でも、お気軽にご相談ください。

入会資格

南阿蘇村シルバー人材センター

お問い合わせ先

　南阿蘇村ボランティア連絡協議会では、村内で、ボラン
ティア活動をされている個人・団体の皆さんが、それぞれの
活動分野から一歩前進し、連携･協力しながら笑顔で楽しく
ボランティア活動に参加できる村づくりを目指しています。
　随時、ボランティアに関する相談や入会募集を受付てい
ますので、是非この機会にボランティア活動に参加してみま
せんか？

南阿蘇村ボランティアセンター
☎６７－０２９４

南阿蘇村ボランティア連絡協議会

お問い合わせ先

会 員 募 集会 員 募 集

　久木野総合福祉センターで隔月１回行われて
いる７５歳以上の一人暮らしの方を対象とした

「とまりがけサービス事業」。「久しぶりね～」「元
気だったね～」「今度は来れて良かったね」とす
っかり参加される皆さんは顔見知りになってお
り、２ヶ月が来るのを楽しみに待っておられます。
 この日は、夕食をはさんだ後、「おひなさま飾
り」を作りました。折り紙の色や柄の組み合わせ
を考えたりして、愛らしく出来上がっていく「男
びな」と「女びな」に目を細められ、世間話もはず
ませながら、楽しいひとときを過ごされました。

“皆さんと会えるのが楽しみ”
ひな
人形

　作
りひな
人形

　作
り私の生きがい私の生きがい私の生きがい

○
楽
し
み
は
何
で
す
か
？

◎
週
に
３
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
き
皆
さ
ん

と
お
話
し
た
り
す
る
事
で
す
。書
く
こ
と

が
大
好
き
で
創
作
活
動
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。玄
関
先
ま
で
送
迎
し
て
頂
き

と
て
も
有
難
い
で
す
ね
。

○
元
気
の
秘
訣
は
何
で
す
か
？

◎
何
に
で
も
挑
戦
す
る
意
欲
を
持
つ
こ
と
で

す
。新
聞
な
ど
で
分
か
ら
な
い
漢
字
は
家

族
に
聞
い
て
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
ま
す
。

☆「
南
阿
蘇
に
来
て
７
年
ぐ
ら
い
に
な
り
ま

す
が
食
べ
物
も
美
味
し
く
皆
さ
ん
い
い
方

ば
か
り
で
ホ
ン
ト
感
謝
し
て
い
ま
す
」と

い
つ
も
二
コ
二
コ
笑
顔
の
か
わ
い
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

第８駐在区

古川　ツヤさん
大正９年７月２１日生まれ（９４歳）

インタ
ビュー

ぜひ皆
さんも一緒に参加してみませんか？

参加者募集！
お問い合わせ先
南阿蘇村社会福祉協議会　☎６７－０２９４

❹❺
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好ましくない介護例×ＮＧ

好ましくない介護例×ＮＧ「汚い。」「臭い。」と
非難する。

「どうしてお風呂に入ら
ないの？」と問いただす。

好ましくない介護例×ＮＧ

正しく知ろう認知症

ワンポイントアドバイス
ワンポイント
　　　　アドバイス

ポイント

4

　認知症の方は、認知機能等が低下しているため、環境の変化に対応すること
が難しい場合があります。利用しやすいようにと模様替えなどをしてもかえって
暮らしにくいと感じる事もあります。
　生活環境を変えることで、症状が改善したり、悪化したりすることがあります
ので、本人の状態等を十分考慮しましょう。

　家の中であっても、急に居場
所がわからなくなったり、少し
の段差につまづくこともありま
す。トイレの場所に目印をつけ
たり、段差をなくしたりするなど
の配慮が必要となります。

※熊本県認知症対策・地域ケア推進課　「認知症の人と ともに生きる」 パンフレットより転載

シ リ ー ズ

家
庭
に
お
け
る
認
知
症
介
護
の
ポ
イ
ン
ト

食　事 症状の一例です。

排　泄 症状の一例です。

症状の一例です。入　浴 認知症は、身近な病気です。家族みんなで地域ぐるみで支え
ていけるよう、認知症についてシリーズでお届けしています。

認
知
症
介
護
の
基
本

南阿蘇村社会福祉協議会
TEL ６７－０２９４

●食事が済んですぐに、「食べていない。」と言う。

●食べ物と食べ物以外の区別がつかない。

●食べ方がわからなくなる。(箸が使えない)

●入浴を嫌がる。

●入浴しても体を洗わない。

●衣服の着脱ができない。

●トイレとは違う場所で用を足す。

●頻繁にトイレに行く。

●尿意や便意がわからない。

基
本
的
な
生
活
行
為
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

「次の食事は何時です。」とか「今、準備をしていますから、待っていて下さい。」と
説明し、納得してもらいましょう。

日頃入浴している方が入浴を拒否した
場合、体調が悪い場合がありますので、
本人の体調を確認してみましょう。

体を洗ってあげる場合は、優しく言葉
をかけ、プライドを傷つけないように
気をつけましょう。

洋服のファスナーやボタンなどをマジ
ックテープに交換することや、前後の
区別がつくように印をつけたり、着る
順番に服を準備するなどの工夫をす
ることで、自分で着やすくなります。

トイレの表示を大きくしたり、夜間に
明かりをつけたりしてわかりやすくし
ましょう。

トイレに行ったことを伝えるか、制止
しないでトイレに行かせましょう。

食べ物の区別がつかない方には、食卓に、食べ物以外は置かないようにしましょう。

食べる仕草をしながら、その都度説明したり、食材に合わせてスプーンの利用を勧めましょう。

「さっき、食べたでしょう！」「まだです！」と怒る。

好ましくない介護例×ＮＧ 「そんなの食べないで！」と叱る。

好ましくない介護例×ＮＧ 「箸もつかえなくなったの？」と馬鹿にする。

熊本県認知症コールセンター
熊本市中央区上通町3-15　ステラ上通ビル3階  ☎096-355-1755
　　E-mail nintisho@oasis.osn.ne.jp

さ ー ここ 　 い い な ここ

症状によっては自宅での入浴が難しい場合があります。無理をせずにデイサービスでの
入浴サービスを利用しましょう。

お問い合わせ先

食事の後など、定期的にトイレに行く
ように誘ってみましょう。
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編集・発行

　少子高齢化が加速する今日、私達一関二区でも住民同志
による声かけ、支え合い、助け合いを目的とした「やまびこネ
ットワーク活動」に取り組んでいます。
　区の委員、民生委員、老人会役員などの協力を得ながら、
高齢者、障害者等子どもから大人まで誰でも参加出来る軽ス
ポーツ（ペタンク・輪投げ）等を行っています。
　やまびこネットワーク活動に参加することの喜びや終わっ
た後のお茶飲み会も皆さんの楽しみの一つでもあります。又、サロンに参加する

ことで、お互いの元気や健康状態を確認し合い、住民同士の親睦も深めることが出来ています。
　今後も、益々高齢化が進む中、各役員はもとより住民の皆さんのご協力を得ながら、いつまでも一関二
区で安心して暮らしていける明るい地域作りに取り組んでいきたいと思います。

一関二区
田上　健祐　区長

一関二区の活動状況
サロンで住民同志の親睦を深める
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　南阿蘇村の雄大な景色に桜が色を添える季節となりました。
「一心行の大桜」や牧野の中に存在感を放つ「観音桜」、河津桜・ソメイヨシノ等が咲く「ア
スペクタ」と人気スポットがたくさんありますね。期間中は、村内外からたくさんの方々が

「桜まつり」を楽しみに南阿蘇に足を運ばれ賑やかになる事でしょう。
　さて、いよいよ新年度のスタートです！この４月から介護保険制度も大きく変わります。
援護が必要な人を家族で支える力が弱まっている中、いつまでも住み慣れた南阿蘇で安
心して暮らし続ける為に、地域における見守りの体制づくりが益々重要となっ
てきました。今後も社協が取り組む「福祉サービス」や「やまびこネットワーク
事業」を更に充実させ、地域の皆さんと共に推進して参りたいと思います。　
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南阿蘇西小学校から
お花をいただきました。
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立ちあげや連絡会など
お気軽にご相談ください。

色あざやかな折紙を重ねて折り、 
屏風に飾ったかわいい「男びな」と「女びな」を
作りました。

びょうぶ

「とまりがけサービス事業」
屏風飾りのおひなさま


